
【主な記事】　特集  令和３年度 当初予算
　　　　　　　　  新型コロナウイルス対策事業について
　　　　　　　　  青木中学校 青木小学校 卒業式・青木村保育園 卒園式
　　　　　　村からのお知らせ
　　　　　　フォトdeあおき ほか

─ 別れを惜しみ学び舎巣立つ ─
3月17日㈬に青木中学校、18日㈭に青木小学校の
卒業式が行われました。

青木小学校

青木中学校
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地方交付税
45.9％

令和３年度の当初予算が、３月議会で可決されました。
一般会計、特別会計、公営企業会計の予算概要をお知らせします。

※新型コロナウイルス感染症対策に関わる令和３年度一般会計補正予算第一号が
　３月議会で可決されました（４ページ参照）。

一般会計

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車税環境性能割交付金
地方特例交付金
分担金・負担金
繰入金
利子割交付金
財産収入
その他

3,750万  　円
9,400万  　円

190万  　円
476万１千円

3,044万１千円
2億7,165万  　円

39万２千円
523万４千円

1,523万１千円
4億6,110万９千円

その他 16.9％

地方債 5.0％

諸収入 1.5％

繰越金 4.8％

県支出金 5.2％

国庫支出金 5.1％

使用料・手数料 2.7％

村税
13.0％

（△7.0％）の減額となりました。

27億3,200万円

 △2億600万円

歳  入

令和３年度　当初予算のポイント令和３年度　当初予算のポイント令和３年度　当初予算のポイント

前年度、防災対策の指定避難所空調設備設置工事や役場庁舎の非常用発電機の更新、防
災行政無線のデジタル化が完了したため減額となりました。
新型コロナウイルス感染症対策の事業予算については、村民の皆様の安全安心した暮ら
しを第一に国や県の動向を注視し速やかに補正予算対応をしていきます。

令和３年度 令和２年度 差　引 増減率
地 方 交 付 税 12 億 5,470 万　　円 12 億 　673 万５千円 4,796 万５千円 4.0
村 税 3 億 5,383 万　　円 3 億 8,768 万８千円 △ 3,385 万８千円 △ 8.7
使 用 料・ 手 数 料 7,454 万６千円 7,604 万７千円 △ 150 万１千円 △ 2.0
国 庫 支 出 金 1 億 3,807 万　　円 1 億 1,812 万７千円 1,994 万３千円 16.9
県 支 出 金 1 億 4,336 万２千円 1 億 4,774 万２千円 △ 438 万　　円 △ 3.0
繰 越 金 1 億 3,000 万　　円 1 億 3,000 万　　円
諸 収 入 4,038 万３千円 4,229 万６千円 △ 191 万３千円 △ 4.5
地 方 債 1 億 3,600 万　　円 2 億 3,690 万　　円 △ 1 億　090 万　　円 △ 42.6
そ の 他 4 億 6,110 万９千円 5 億 9,246 万５千円 △ 1 億 3,135 万６千円 △ 22.2
合 計 27 億 3,200 万　千円 　29 億 3,800 万　千円 △ 2 億　600 万　千円 △ 7.0
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公  営  企  業  会  計  名 令和 3 年度予算額 令和 2 年度予算額 差　引 増減率

簡易水道事業会計
収益的支出 1 億 8,032 万 3 千円 2 億   448 万 1 千円 △ 2,415 万 8 千円 △ 11.8
資本的支出 8,637 万 7 千円 7,801 万  　 円 836 万 7 千円 10.7

計 2 億 6,670 万　　円 2 億 8,249 万 1 千円 △ 1,579 万 1 千円 △ 5.6

特定環境保全公共
下 水 道 事 業 会 計

収益的支出 2 億 2,379 万　　円 2 億 4,830 万 8 千円 △ 2,451 万 8 千円 △ 9.9
資本的支出 1 億 9,963 万　　円 1 億 8,887 万 5 千円 1,075 万 5 千円 5.7

計 4 億 2,342 万　　円 4 億 3,718 万 3 千円 △ 1,376 万 3 千円 △ 3.1

人件費
26.5％

物件費
22.0％

補助費
23.9％

公債費
6.9％

繰出金5.1％

普通建設事業費3.3％

議会費
1.5％

衛生費
8.4％

教育費
9.5％

その他0.7％

総務費
19.4％

民生費
25.9％

土木費
12.9％

商工費
3.8％

消防費
4.7％

公債費
6.9％

農林水産業費 6.3％

扶助費 8.2％ その他1.7％

維持補修費2.4％

（目的別）
歳  出

（性質別）
歳  出

人件費
26.5％

物件費
22.0％

補助費
23.9％

公債費
6.9％

繰出金5.1％

普通建設事業費3.3％

議会費
1.5％

衛生費
8.4％

教育費
9.5％

その他0.7％

総務費
19.4％

民生費
25.9％

土木費
12.9％

商工費
3.8％

消防費
4.7％

公債費
6.9％

農林水産業費 6.3％

扶助費 8.2％ その他1.7％

維持補修費2.4％

（目的別）
歳  出

（性質別）
歳  出

令和３年度 令和２年度 差　引 増減率
議 会 費 3,999 万 5 千円 4,024 万 3 千円 △ 24 万 8 千円 △ 0.6%
総 務 費 5 億 2,953 万 2 千円 7 億 2,309 万 8 千円 △ 1 億 9,356 万 6 千円 △ 26.8%
民 生 費 7 億　632 万 2 千円 6 億 8,896 万 3 千円 1,735 万 9 千円 2.5%
衛 生 費 2 億3,012 万 9 千円 2 億 2,928 万 8 千円 84 万 1 千円 0.4%
農 林 水 産 業 費 1 億 7,095 万 8 千円 1 億 9,407 万 7 千円 △ 2,311 万 9 千円 △ 11.9%
商 工 費 1 億　506 万 1 千円 1 億 2,261 万 5 千円 △ 1,755 万 4 千円 △ 14.3%
土 木 費 3 億 5,138 万 2 千円 3 億 4,498 万 3 千円 639 万 9 千円 1.9%
消 防 費 1 億 2,815 万 3 千円 　１億 3,378 万 7 千円 △ 563 万 4 千円 △ 4.2%
教 育 費 2 億6,065 万 1 千円 2 億 7,062 万 5 千円 △ 997 万 4 千円 △ 3.7%
公 債 費 1 億 8,980 万　　円 1 億 8,730 万　　円 250 万 　　円 1.3%
そ の 他 2,001 万 7 千円 302 万 1 千円 1,699 万 6 千円 562.6%
合 計 27 億 3,200 万　　円 29 億 3,800 万　　円 △ 2 億　600 万 　　円 △ 7.0%

令和３年度 令和２年度 差　引 増減率
人 件 費 7 億 2,333 万 8 千円 ６億 9,919 万 6 千円 2,414 万 2 千円 3.5%
物 件 費 6 億　117 万 8 千円 6 億 1,928 万 6 千円 △ 1,810 万 8 千円 △ 2.9%
維 持 補 修 費 6,423 万 6 千円 6,354 万 9 千円 68 万 7 千円 1.1%
扶 助 費 2 億 2,269 万 2 千円 2 億 1,434 万 9 千円 834 万 3 千円 3.9%
補 助 費 等 6 億 5,374 万 7 千円 6 億 5,854 万 1 千円 △ 479 万 4 千円 △ 0.7%
普 通 建 設 事 業 費 8,974 万 5 千円 3 億 2,648 万 7 千円 △ 2 億 3,674 万 2 千円 △ 72.5%
公 債 費 1 億 8,980 万　　円 1 億 8,730 万　　円 250 万 　　円 1.3%
繰 出 金 1 億 3,986 万 3 千円 1 億 3,929 万 4 千円 56 万 9 千円 0.4%
そ の 他 4,740 万 1 千円 2,999 万 8 千円 1,740 万 3 千円 58.0%
合 計 27 億 3,200 万 　　円 29 億 3,800 万 　　円 △ 2 億　600 万 　　円 △ 7.0%

特 別 会 計 名
国 民 健 康 保 険
別 荘
介 護 保 険
後期高齢者医療

令和3年度
5億4,662万3千円

1,636万6千円
5億5,466万6千円

6,680万2千円

令和2年度
5億4,664万5千円

1,669万9千円
5億7,205万7千円

6,480万4千円

  差　　引
△ 2万2千円

△ 33万3千円
△ 1,739万1千円

199万8千円

 増減率
△ 0.0
△ 2.0
△ 3.0

3.1
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　国の地方創生臨時交付金を活用して村が令和３年度に実施する新型コロナウイルス対策事業についてお知ら
せをします。
　必要とされる方に早急に、かつ継続的に取組を行うため（12事業　総額　9,683万2千円）令和３年度補正予
算を編成し４月１日より順次実施してまいります。
　各事業の概要については、次のとおりです。

 新型コロナウイルス対策事業 
（令和３年度実施分）の概要について

【継続または一部を変更して実施する事業】

①公共的空間安全・安心確保事業… 事業費　1,350万円
（担当課等：総務企画課等）

　公共的な施設での安全・安心確保のために、必要なマス
ク・消毒液等の消耗品、備品等の購入並びに三密を避け
るための機能向上、環境改善を図るものです。
②プレミアム地域消費券発行事業… 事業費　2,000万円

（担当課等：商工観光移住課）
　低迷する地域商工業のため地域消費券を発行し消費者
の購買意欲を高め、地域経済の活性化を図るもので、プ
レミア分並びに印刷費などの事務経費を、事業を行う商
工会に補助するものです。
③移住・定住促進事業…………………事業費　200万円

（担当課等：商工観光移住課）
　新しい生活スタイルを求めている首都圏等からの移
住・定住を支援するものです。
④離村学生、ひとり親世帯就学継続支援金
… ……………………………………………………事業費　340万円

（担当課等：教育委員会、住民福祉課）
　高校生等以上の子どもを就学させているひとり親、青木
村を離れて就学している18歳以上の学生に対し、就学
継続のため経費の一部を支援するものです。
⑤保・小・中給食費等軽減事業……… 事業費　3,405万円

（担当課等：教育委員会）
　低迷する経済状況を鑑みて、子育て世帯の経済的負担を
考慮し、給食費等の負担を昨年度に引き続き軽減するも
のです。また、3歳未満の子どもに対し、給食費相当分を
食育健康維持の支援金として給付するものです。
⑥福祉医療受給者等感染予防支援事業…事業費　930万円

（担当課等：住民福祉課）
　感染症の重篤化が懸念される福祉医療受給者（乳幼
児・児童・障害者等）の感染予防・健康を維持するた
め、経費の一部を支援するため給付金を支給するもので
す。

⑦ひとり親家庭応援給付金事業…………事業費　230万円
（担当課等：住民福祉課）

　ひとり親家庭の就労環境の変化等による、経済的負担を
軽減させるため支援金を給付するものです。
⑧観光・宿泊業・小売店・活性化事業…事業費　218万円

（担当課等：商工観光移住課）
　村観光サポーターズ倶楽部会員に地域消費券を配布し、
村内の消費を促進し、低迷が続く事業者の起爆剤とする
ものです。

【新規に実施する事業】

⑨中小事業者等相談業務強化支援事業…事業費　300万円
（担当課等：商工観光移住課）

　新型コロナで影響を受けている商工会員以外の村内中
小事業者等に対して、経営指導、制度融資、各種申請指導
等を行い、経営継続の支援を行うものです。
⑩信州小県道の駅消費喚起事業……… 事業費　350万円　

（担当課等：商工観光移住課、総務企画課）
　新型コロナウイルスの影響により売り上げが低迷する、
小県郡（長和町・青木村）の道の駅において、共通の地
域消費券を発行し、消費喚起を行い、低迷した売り上げ
の回復をはかり、地域経済の活性化を目指すものです。
⑪就職応援支援金事業…………………事業費　300万円

（担当課等：商工観光移住課、総務企画課）
　令和2年４月以降に離職し、現在就職先を探しがしてい
る方に対して、就職活動の経費の一部を支援するもので
す。
⑫フードバンク促進事業……………………事業費　60万円

（担当課等：社会福祉協議会）
　食べ物を支援していただける方と食べ物を必要として
いる方を繋ぐフードバンク事業を促進するものです。

＊事業実施にあたり、対象となる方へはその都度広報等周
知をしてまいります。詳しい内容については担当課にお
尋ねください。
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　3月17日㈬から20日㈯にかけて、青木中学校、青木小学校の卒業式、青木村保育園の卒園式が執り行
われ、中学生51名、小学生31名、保育園児25名が、思い出の詰まった学び舎を巣立ちました。保育園、
小学校、中学校の全てで出席者の範囲を大幅に縮小し、換気やマスクの着用、座席の間隔を空けるなど
の感染対策が取られました。
　今年度は新型コロナウイルスの影響で各行事が中止や縮小を余儀なくされ、我慢も多かった１年とな
りましたが、感謝の思いとともに仲間との別れを惜しんでいました。

青木中学校 卒業式

青木小学校 卒業式

青木村保育園 卒園式

〜旅立ちの春〜

3月17日㈬ 

3月18日㈭ 

3月20日㈯ 
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　村民の方から、「マイバッグで買い物するようになり、レジ袋を貰えなくなった。ペットボトルや缶類を出すために、わ
ざわざ透明袋を購入した。」という話が寄せられています。７月からは、ごみ（ペットボトル等）を出すために、ごみ（透明
袋）になるものを用意しなくてもよい収集方法にいたします。加えて蛍光管等の有害物やスプレー缶等の危険物の分別
も変更させていただきますので、村民の皆様のご協力をお願い致します。
　ペットボトルは、ふたとラベルをはずし、中をゆすいで水分を落としてから出してください。はずしたふたとラベルは、
プラスチック類専用袋（緑色刷）で出してください。また、汚れがおちないものや着色されたペットボトルもリサイクルで
きませんので、プラスチック類専用袋（緑色刷）で出してください。
　ペットボトルのペットとは、「ポリエチレンテレフタレート（PET）」のことで、材質が一定であることから、衣類などの
様々な製品にリサイクルできる資源です。しかし、ふたやラベルなどの異なる材質のものと混ざってしまうとリサイクルす
ることが困難になってしまします。“ペットボトル”と“ふたとラベル”の分別を徹底しましょう。

【ペットボトル】【空き缶】【蛍光管・水銀体温計】
【カセットボンベ・スプレー缶・ライター・電池や
ボタン電池】の収集方法が変更となります

●飲料用・食品用・飲み薬用の缶類、缶詰類、自動車のオイル缶等（30cm以下のものに限る）が対象です。
●口の広い缶は出来るだけ口をつぶして出してください。（中に他の缶が入ると分別作業が大変になるため）
●スチール缶、アルミ缶はいっしょに出してください。

●回収できないもの 【次のものは、燃やせないごみとして出してください】
■一斗缶、ペール缶、ペンキの入っていた缶、ボトル缶のキャップ、
　ペットフードのアルミ製容器　

▲清涼飲料水・
　ビール類

▲カセットボンベ ▲スプレー缶

▲ライター
　(使い捨てライター･ガスライター･
　オイルライター )※必ず使い切って出す

コンテナ（収納箱）に入れる

▲菓子缶類
（30㎝以下のもの）

▲缶詰類 ▲茶筒・のり等

キャップを取る

ラベルを取る水でゆすぐ・乾かす 踏みつぶす

【空き缶】 第2・４土曜日

【ペットボトル】 第1土曜日

中をゆすぐ､拭き取る
などしてきれいにする

（油はよく切る）

口の広い缶は口をつ
ぶしてふさぐ。（中に
他の缶が入らないよ
うにするため）

ネット（網）に入れる

【蛍光灯・電球型蛍光灯、水銀体温計・温度計】 第３土曜日

ネット（網）に入れる

●回収できないもの【次のものは　 マーク付プラスチックごみとして出してください】
■調味料（食用油、ソース、たれ等の容器）■非食用品（洗剤、シャンプー､リンス､化粧品、衛生用品等の容器）

（発火事故防止のため、
穴は開けなくても構
いません）

◀蛍光灯・丸型蛍光灯・電球型蛍光灯
交換した蛍光灯が入っていた段ボール等に
入れて出す（可能な場合）。
割れた蛍光灯、LED管、電球やグロー球は
「燃やせないごみ」に入れる。

◀水銀体温計
　温度計 コンテナ（収納箱）に入れる

【現行】 透明または半透明の袋に入れて出す　【変更】 集積所にあるネット（網）に直接入れて出す

【カセットボンベ、スプレー缶、ライター、電池・ボタン電池】 第３土曜日

▲電池・ボタン電池

※火災予防のため、
　必ず使い切って出す

（発火事故防止のため、
穴は開けなくても構
いません）

キャップとラベルはプラスチック類専用袋（緑色刷）へ

●「PET」表示されている飲料類（ジュース､ウーロン茶､スポーツ飲等）、
　酒類（日本酒、焼酎、みりん等）、醤油の入った容器が対象です。

【現行】 透明または半透明の袋に入れて出す　【変更】 集積所にあるネット（網）に直接入れて出す

【現行】 燃やせないゴミ専用袋（赤袋）で出す　【変更】 集積所にあるコンテナ（緑色）に直接入れて出す

【現行】 燃やせないゴミ専用袋（赤袋）で出す　【変更】 集積所にあるコンテナ（ピンク色）に直接入れて出す

令和３年

７月より

令和３年４月号6
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

　
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童

福
祉
週
間
」
と
定
め
て
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
、
子
ど
も

や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ

い
て
、
住
民
全
体
で
考
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
各
種
事
業
及
び

行
事
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
福
祉
の
理
念
の
一
層
の
周

知
と
子
ど
も
を
取
り
巻
く
諸
問

題
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
喚

起
を
図
る
も
の
で
す
。

標
語
「
あ
た
た
か
い 

こ
と
ば

が
つ
な
ぐ 

こ
こ
ろ
の
わ
」

期
間

令
和
３
年
５
月
５
日
㈬
か
ら
５

月
11
日
㈫
ま
で
の
１
週
間
。

運
動
項
目

（
１
）
児
童
福
祉
の
理
念
の
普

及

（
２
）
家
庭
に
お
け
る
親
子
の

ふ
れ
あ
い
促
進

（
３
）
地
域
に
お
け
る
児
童
健

全
育
成
活
動
の
促
進

（
４
）
児
童
虐
待
へ
の
適
切
な

対
応

（
５
）
母
と
子
の
健
康
づ
く
り

の
推
進

（
６
）
多
様
化
す
る
保
育
需
要

日
時　
４
月
16
日
㈮

　
　
　
９
時
～
12
時

●
離
乳
食
相
談
９
時
30
分
～

11
時
30
分

●
授
乳
相
談
９
時
30
分
～
12
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
０
歳
～
未
就
園
児

　
　
　
妊
産
婦

内
容　
お
子
さ
ん
の
身
長
と
体

重
を
測
定
後
、
各
種
相
談
を
実

施
。
相
談
に
は
、
保
健
師
・
助

産
師
・
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

持
ち
物　
母
子
手
帳

問　
保
健
衛
生
係

情　
49 -

３
１
３
２

　
心
の
悩
み
に
保
健
師
が
応
じ

る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
４
月
16
日
㈮

　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
１
人
～
３
人（
要
予
約
）

申
込
期
限　
相
談
日
前
日

問　
保
健
衛
生
係

情　
49
‐
０
１
１
１

住
民
福
祉
課

母
子
相
談・離
乳
食
相
談

心
の
健
康
相
談

児
童
福
祉
週
間
の
お
知
ら
せ

等
へ
の
対
応

（
７
）
障
害
の
あ
る
子
ど
も
等

に
対
す
る
理
解
の
促
進

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
た
め
に
、
各
取
り
組
み
の
再

確
認
す
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

問　
福
祉
係

情　
49-

３
１
３
２

◆４月15日㈭
　13:30～13:45　当郷浦野駅跡公園駐車場
　13:55～14:15　総合グラウンド駐車場
　14:25～14:40　文化会館駐車場
　14:50～15:05　木立公民館
　15:15～15:25　下奈良本ふれあいセンター
　15:30～15:40　沓掛コミュニティセンター
　15:50～16:00　入奈良本コミュニティセンター

◆５月８日㈯
　13:30～13:40　保健センター駐車場
　13:50～14:00　下奈良本ふれあいセンター
　14:10～14:20　木立公民館

◆料金　新規登録料：3,000円
　　　　予防接種・済証料：3,600円

令和３年度 犬の新規登録・狂犬病予防注射の実施について

※噛み付き事故・逃走等の防止のため、注射の際は飼い主様ご自身で犬を抑えて頂きます。
　抑えられない犬は接種できません。
※新型コロナウイルス感染状況等により予定が変更になる場合もございます。
※上記の日程か長野県獣医師会加盟の動物病院で必ず接種してください。

赤い羽根共同募金並びに歳末たすけあい募金の結果とお礼
　令和２年10月から令和３年２月に行われました「赤い羽根共同募金並びに歳末たすけあい
募金」につきまして、多くの善意の募金をお寄せいただきました。心より感謝申し上げます。

　この募金は長野県共同募金会
に集約され、村で集めた金額の約
70％が配分され、村福祉事業に使
わせていただきます。ご協力あり
がとうございました。

戸別募金 　　   109万7,381円 （計1,258件）
中学校募金 2万   440円
職域募金 5,715円
一円玉募金 5,300円
その他 　　   　　  2万2,107円 （法人募金含む）
合　　　計 　　 115万   943円（前年111万3,908円）
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青木村役場  情  … 情報電話   ☎ 0268-49-0111（代表）  ※開庁時間外は代表番号におかけください。

青木村国民健康保険・後期高齢者医療制度加入の方は
【人間ドック等検査費用補助券】をご利用いただけます。

保 健 師 だ よ り

　青木村では、村民の皆様の健康保持や病気の早期発見のため、人間ドック・脳ドックの検査費用の一部を補助しています。
　青木村国民健康保険・後期高齢者医療制度加入の方で下記の指定医療機関で人間ドック等を受診する場合は、補助券（事
前申請）を利用すると、医療機関での支払いが補助額を差し引いた費用で済み、負担が軽減されます。

◆補助額◆

◆申請対象者◆
・青木村内に住所のある方で、村税や保険料に滞納がない方。
・青木村国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入している方。
・同一年度内に人間ドックや健康診断等で補助を受けていない方。
・指定の医療機関で受診される方で、特定健診のデータ提供に同意される方。
・人間ドックについては、検査時に35歳以上の方。脳ドックについては、検査年度内（4月1日から翌年3月31日まで）に、

35・40・45・50・55・60・65・70・75歳になる方。

◆被用者保険に加入している方、またその被扶養者の方◆
　加入中の保険制度で同様の補助金がない方や、同様の助成金があるが当補助金額未満の方は補助の対象となりますので、
住民福祉課  保健衛生係までお問い合わせください。

◆手続き◆
　保険証、印鑑(朱肉を使うもの)をお持ちいただき、受診予約日の１か月前から1週間前までに、青木村役場　住民福祉課で
申請してください。確認後、補助券を交付します。
※ 補助券を利用せずに受診された方は、後日、補助金交付申請をすることも可能です。
※ 医療機関や受診コースを変更する場合は、補助券の差し替えが必要になります。
※ 指定医療機関以外の医療機関に受診した場合は、後日、補助金交付申請をしてください。

◆補助券対象指定医療機関◆

病　院 青木村

① 予約後に
　 申請する

③ 補助券を提出し、
　 補助差引額を支払う

受診する方

② 補助券交付

人 間 ド ッ ク
上田生協診療所
JA長野厚生連鹿教湯三才山
リハビリテーションセンター鹿教湯病院
JA長野厚生連佐久総合病院
JA長野厚生連浅間南麓こもろ医療センター
JA長野厚生連北アルプス医療センターあづみ病院
JA長野厚生連長野松代総合病院
JA長野厚生連南長野医療センター篠ノ井総合病院
丸子中央病院

脳 ド ッ ク
JA長野厚生連佐久総合病院
JA長野厚生連浅間南麓こもろ医療センター
JA長野厚生連北アルプス医療センターあづみ病院
JA長野厚生連長野松代総合病院
JA長野厚生連南長野医療センター篠ノ井総合病院
丸子中央病院

1泊2日ドック 25,000円
日帰りドック 15,000円

脳ドック 15,000円

令和３年４月号10



♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

青木村役場でマイナンバーカードの
交付申請ができるようになりました！

　青木村役場住民係（受付）にて事前にお写真を用意していただかなくてもマイナンバーカードの交付申請
ができるようになりました。申請をするご本人様が役場へお越しいただくことでその場で写真を撮って申請
をすることができます。

※必ず申請をするご本人様が役場へお越しください。
※役場窓口にて職員が写真撮影から申請までお手伝いします（無料です）
　申請に必要な持ち物は特にございませんが、マイナンバーカードを未申請の方向けにお送りしている交付
申請書がある方（一斉に配られているものではないのでまだ届いていない方は予めご了承ください。）、また
はマイナンバー通知カードのQRコード記載部分を持ってきていただくと申請がスムーズに行えます。

　平日の日中に役場へお越しいただくことが難しい方のために毎週水曜日に役場開庁時間の延長と休日交
付（月１日）を行います。なお、必ず事前に予約電話をしたうえでお越しください。
● 完全予約制
● 予約電話受付日時　平日８時30分～ 17時15分　　　　　　【お問い合わせ先】  住民係　情  49-3132

窓　　口　住民係（受付）
日　　時　毎週水曜日　17時15分から19時30分まで開庁時間延長
休日交付　（４月実施日）４月10日㈯
　　　　　（５月実施日）５月 ９日㈰  いずれも９時から12時
受取方法　マイナンバーカードを申請した方には、１か月程度で交付通知書ハガキを郵送します。
　　　　　必要書類お持ちのうえ、ご本人が住民係へお越しください。

【お問い合わせ先】  住民係　情  49-3132

マイナンバーカードの交付や申請・カードをお持ちの方は
電子証明書の更新なども承ります。

マイナンバーカードの交付等に係る
休日交付日及び役場開庁時間延長について

粗大ごみ回収のお知らせ
日　時　5月8日㈯　9時～ 11時30分
場　所　文化会館駐車場
料　金　有料（但し、引き取り価格の1/2を村が補助）
※家電指定品目（テレビ・冷蔵(凍)庫・洗濯機・エアコン）については、法律で定められた
　リサイクル料金をお支払い頂ければ回収します。（但し、補助金はありません。）

【お問い合わせ先】　保健衛生係　情  49-3132

リサイクル
家電受付・
回収場所

※総合体育館側入口より一方通行とします。
※構内での事故等は一切責任を負えません。
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青木村役場  情  … 情報電話   ☎ 0268-49-0111（代表）  ※開庁時間外は代表番号におかけください。

　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入、国民年金保険料を納付しなければなりません。
　しかし、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校などに在学する学生等で、
ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

　ただし、学生納付特例の期間は年金額に反映されないことから、将来受け取る年金額を増額するためにも、後から納
付（追納）することをお勧めします。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までの１年間となりますが、承認を受けた次の年度も在学予定である
場合は、４月初めに再申請の用紙が届きます。
　引き続き、学生納付特例制度の申請を希望される場合は、必要事項を記入の上、ご返送ください。

【お問い合わせ先】  小諸年金事務所　☎ 0267-22-1080 ・ 福祉係　情  49-3132

【所得の目安】118 万円 +（扶養親族等の数× 38 万円）

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

営
業
期
間　
４
月
17
日
㈯
～

11
月
初
旬
（
予
定
）

予
約
受
付
開
始
日

４
月
１
日
㈭

※
ご
利
用
に
は
事
前
予
約
が
必

要
と
な
り
、
利
用
日
の
前
日
・

当
日
の
予
約
は
原
則
対
応
出
来

ま
せ
ん
。
料
金
等
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ご
予
約
の
際
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
商
工
観
光
移
住
係

情　
49
‐
０
１
１
１

開
館
期
間　
４
月
17
日
㈯
～

11
月
30
日
㈫ （
予
定
）

開
館
時
間　
10
時
～
17
時

（
11
月
は
16
時
ま
で
）

休
館
日　
火
曜
日

（
天
候
に
よ
り
休
館
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

入
館
料　
３
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

問　
信
州
昆
虫
資
料
館　

☎　
37
‐
３
９
８
８

信
州
昆
虫
資
料
館
オ
ー
プ
ン

村
営
横
手
キ
ャ
ン
プ
場

オ
ー
プ
ン

商
工
観
光
移
住
課

村営住宅・若者定住促進住宅入居者募集
　入居を希望される方は、村所定の様式により、４月16日㈮ 15時までにお申し込みください。
　なお、希望者多数の場合は抽選となるほか、年齢等の各種条件により、お申し込みを受け付けることが出来な
い場合がありますので、予めご了承ください。入居要件の詳細、必要書類等につきましては下記までお問い合わ
せください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】  商工観光移住係　情  49-3131

住宅種類 団　地　名 区  名 募集戸数 構  造 家賃 (1か月)
村営住宅 青 木 中 央 青　木 １戸 木造２階建 所得に応じて
若者定住
促進住宅 舞 台 青　木 １戸 RC造２階建 45,000円

青木村燃やせるごみ排出量

2月分の燃やせるごみ排出量です。昨年の同じ月の排出量を約2%上
回ってしまいました…。生ごみは、充分乾燥させてから出すと重さを
大幅に減らすことができます。村では、生ごみ処理機等購入の際の補
助制度もありますので、ご活用ください。燃やせるごみの増加は焼却
に掛かる費用や今後予定されているクリーンセンター建設費用の青
木村分の増額に直結します。皆さんでごみの減量をすすめましょう！

4月18日㈰

結婚相談

13 時〜16 時
場所は老人福祉センター

令和3年2月分 令和2年2月分 前年対比
34,180 Kg 33,410 Kg 102.30%
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

　

村
で
は
、有
害
鳥
獣
駆
除
を

猟
友
会
に
許
可
委
託
を
し
て
、４

月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日

（
狩
猟
期
間
は
除
く
）ま
で
村
内

全
域
で
実
施
し
ま
す
。

　

駆
除
は「
銃
器
」や「
わ
な
」で

行
い
、主
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ・イ
ノ

シ
シ
な
ど
を
捕
獲
し
ま
す
。た

だ
し
５
月
か
ら
９
月
ま
で
は
止

め
刺
し
や
カ
ラ
ス・ア
オ
サ
ギ
な

ど
の
鳥
類
の
捕
獲
を
除
き
、「
わ

な
」の
み
で
の
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

「
銃
器
」を
使
用
し
て
捕
獲
を

行
う
場
合
、銃
声
が
聞
こ
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
使
用

に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行

い
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問　
建
設
係

情　
49 -

３
１
３
１

　
毎
年
松
く
い
虫
防
除
対
策
事

業
と
し
て
被
害
木
の
伐
倒
く
ん

蒸
（
村
の
委
託
業
者
が
私
有
林

に
入
り
、
被
害
木
を
伐
採
し
て
、

近
く
に
集
積
し
、
薬
剤
に
よ
る

く
ん
蒸
、
シ
ー
ト
被
覆
す
る
作

業
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
作

業
の
時
期
は
春
駆
除
が
４
月
か

ら
７
月
、
秋
駆
除
が
10
月
か
ら

翌
年
の
２
月
で
す
。

　
松
く
い
虫
の
被
害
を
拡
大
さ

せ
な
い
た
め
の
事
業
で
あ
り
ま

す
の
で
、
森
林
所
有
者
様
は
じ

め
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
建
設
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
建
設
係

情　
49 -

３
１
３
１

建
設
農
林
課

教
育
委
員
会

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て

松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業

に
ご
協
力
を

　クルミ黒斑細菌病は諸外国で発生し、早期落葉、落果による減収または黒色斑点による品質低下を引き起こ
す病害で、国内では、植物防疫法により「重要病害虫」に指定されています。その対応として、県外への苗木
の移動制限や根絶に向けた適切な防除指導等を実施しています。
　長野県が発生状況を調査したところ、５月上旬が葉への初発期で、その後、果実発病が多くみられ、果実感
染は７月下旬まで高い割合で起こることがわかりました。対策として①４月下旬、②５月上旬、③５月中旬、
④６月上旬、⑤７月上旬に、ＩＣボルドー 66Ｄの50倍希釈液を散布することが必要です。特に重要な防除時
期は４月下旬～５月と考えられます。地域全体で防除を行うと発生が効果的に抑えられるため、防除を実施し
ましょう。
　また、生育期後半に発病がみ
られるクルミ炭疽病に対しても
⑥８月上旬、⑦９月上旬にＩＣ
ボルドー 66Ｄの50倍希釈液を
散布すると防除効果が期待でき
ます。ぜひ防除を実施しましょう。
　自宅の庭にクルミの樹が１本
しかない方についても防除をお
願いします。

葉病斑多発状況果実病斑

クルミ黒斑細菌病の防除について

　

伝
説
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド 

ザ
・

ビ
ー
ト
ル
ズ(The Beatles)

の
音
楽
を
、
地
球
上
で
最
も
多

様
に
繁
栄
し
て
い
る
甲
虫(Be

etles)

で
表
現
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
展
示
で
す
。

会
期　
４
月
17
日
㈯
～

７
月
25
日
㈰

場
所　
信
州
昆
虫
資
料
館

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
と

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時　
７
月
25
日
㈰

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

解
説　
新
部
公
亮
さ
ん
（
日
本

ア
ン
リ
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
会
・
甲

虫
展
製
作
者
）

参
加
費　
大
人
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
１
０
０
円
）

※
要
予
約
40
名

　
感
染
症
等
の
状
況
に
よ
り
会

期
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ご
来
館
の
際
に

は
感
染
症
予
防
対
策
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

問　
信
州
昆
虫
資
料
館　

☎　
37
‐
３
９
８
８

多
様
性
の
星  

地
球
甲
虫

（
ビ
ー
ト
ル
ズ
）展

　土器や石器、あるいは住居跡や古墳が包蔵されていること
が確認された土地のことを、遺跡といい、「文化財保護法」で
はこれを「周知の埋蔵文化財包蔵地（以下「包蔵地」）」といい
ます。青木村にはこの包蔵地が64箇所あります。こうした文
化財は国民の共有財産であり、私たちが次世代へと守り伝え
ていかなければならない文化遺産です。村教育委員会では、
この包蔵地の範囲を再確認する作業を4月から行います。調
査員が現地調査を行いますので、ご理解とご協力をお願いし
ます。     【お問い合わせ先】 教育委員会  情   ・ ☎ 49-2224

埋蔵文化財包蔵地の再確認作業について

13広報あおき　505号



青木村役場  情  … 情報電話   ☎ 0268-49-0111（代表）  ※開庁時間外は代表番号におかけください。

　
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
４
月
１

日
付
け
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

総
務
企
画
課

課
長
補
佐
兼
事
業
推
進
室
長

　
塩
澤
和
宏

（
課
長
補
佐
兼
事
業
推
進
室
係
長
）

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長

　
小
林
宏
記
（
総
務
係
長
）	

事
業
推
進
室

　
若
林
佑
河
（
新
規
採
用
）	

企
画
財
政
係

　
高
島
正
樹
（
㈱
電
算
よ
り
派
遣
）

 

住
民
福
祉
課

課
長
兼
少
子
化
対
策
担
当

　
小
根
沢
義
行
（
任
期
付
採
用
）

役
場
職
員
人
事
異
動

教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
３
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
議
決

さ
れ
、引
き
続
き
沓
掛
英
明
氏（
村

松
）が
、教
育
長
と
し
て
選
任
さ
れ

ま
し
た
。合
わ
せ
て
、村
長
よ
り
五
島

慶
太
未
来
創
造
館
館
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

総
務
企
画
課

　
春
真
っ
盛
り
の
爽
や
か
な
新

緑
の
季
節
を
楽
し
み
東
昌
寺
周

辺
ま
で
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
20
日
㈫

　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

講
師　
野
中　
海
雄 
氏

　
　
　
（
森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

参
加
料　
５
０
０
円

　
　
　
　
（
入
館
料
、
茶
菓
子
、

　
　
　
　
傷
害
保
険
料
込
）

持
ち
物　
ル
ー
ペ（
あ
る
方
は
）

　
　
　
　
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、

　
　
　
　
歩
き
や
す
い
靴
、

　
　
　
　
服
装

定
員　
10
名
（
先
着
）

集
合
場
所　
美
術
館
玄
関

申
込
期
限　
４
月
16
日
㈮

問　
郷
土
美
術
館

情　
49 -

３
８
３
８

趣
味
ア
ト
リ
エ

「
裏
山
散
策
」

青木村図書館のご案内

【お問い合わせ先】 青木村図書館　情  49-0071

赤ちゃんや子どもたちが読む絵本・児童書から、大
人向けの文芸書、雑誌、お料理や農業などの実用書
まで、約45,000冊の本があります。上田市・東御
市・長和町・坂城町の図書館の本を取り寄せて借り
ることもできます。

休館日：月曜・祝日・月末最終日

借りる　
ことが　  

できます。

青木村にお住まいの方は、どなたでもカードを作
ることができます。無料です。名前と住所がわかる
身分証明書（免許証や保険証など）を持ってカウ
ンターにお声がけください。

新しい季節、図書館を便利に楽しく使ってみませんか？

どんな本が
あるの？

本は
どのくらい

借りられるの？

カードは無料？
どうやって
作るの？

カ－ド１枚で 10冊・21日間

令和３年４月号14



♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜
 

転
入
者

〇
小
学
校

島
脇　
謙　
教
頭
先
生

　
松
本
市
立
波
田
中
学
校
か
ら

大
口
か
よ
子　
先
生

　
上
田
市
立
塩
田
西
小
学
校
か
ら	

清
澤
利
哉　
先
生

　
上
田
市
立
塩
川
小
学
校
か
ら

熊
谷
義
広　
先
生

　
上
田
市
立
城
下
小
学
校
か
ら

篠
田
暢
彦　
先
生

　
稲
荷
山
養
護
学
校
か
ら

田
玉
勝
巳　
先
生

　
上
田
市
立
丸
子
中
学
校
か
ら

中
村
理
加　
先
生

　
東
御
市
立
田
中
小
学
校
か
ら

宮
下
瑞
穂　
先
生

　
須
坂
市
立
日
野
小
学
校
か
ら

村
上
昌
克　
先
生

　
上
田
市
立
神
川
小
学
校
か
ら

池
田
有
沙　
先
生　
新
任

〇
中
学
校

佐
藤
香
織　
先
生

　
上
田
市
立
第
六
中
学
校
か
ら	

小
林
智
子　
先
生

　
上
田
市
立
真
田
中
学
校
か
ら

中
山
雄
大　
先
生

　
飯
島
町
立
飯
島
中
学
校
か
ら

田
中
洋
輔　
先
生

　
池
田
町
立
高
瀬
中
学
校
か
ら

高
野
恵
里　
先
生

　
千
曲
市
立
屋
代
中
学
校
か
ら

穂
刈
英
幸　
先
生

　
岡
谷
工
業
高
等
学
校
か
ら

石
川
恭
子　
先
生

　
上
田
市
立
第
四
中
学
校
・

　
上
田
市
立
第
六
中
学
校
兼
務

櫻
井
愛
佳　
先
生　
新
任

　
成
沢
亮
子
（
保
育
園
次
長
）

保
育
園
次
長

　
橋
詰
照
美
（
保
育
園
係
長
）

事
務
局

　
窪
田
大
悟
（
新
規
採
用
）	

 

県
と
の
職
員
相
互
派
遣

県
市
町
村
課
財
政
係

　

宮
入
貴
文
（
建
設
農
林
課
農
業

振
興
係
）

総
務
企
画
課
企
画
財
政
係

　
山
田
佳
代
（
県
よ
り
研
修
派
遣
）

 

3
月
31
日
付
退
職

　
小
宮
山
俊
樹
（
住
民
福
祉
課
長
）	

　
宮
澤
章
子

　
（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

　
若
林
喜
信
（
保
育
園
長
）

 

再
任
用
職
員

教
育
委
員
会
出
向

　
小
宮
山
俊
樹
（
住
民
福
祉
課
長
）	

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
派
遣	

　
宮
澤
章
子

　
（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

建
設
農
林
課
上
下
水
道
係
兼

住
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

　
若
林
喜
信
（
保
育
園
長
）

 

会
計
年
度
任
用
職
員（
フ
ル
タ
イ
ム
）

 

総
務
企
画
課

高
速
情
報
通
信
セ
ン
タ
ー

　
宮
澤
貴
美
（
新
規
採
用
）

 

教
育
委
員
会

事
務
局

　
茅
野
桃
子
（
新
規
採
用
）

　
稲
垣
敦
史　
先
生

　
　
上
田
市
立
真
田
中
学
校
か
ら

（
I
C
T
支
援
員
と
し
て
）

課
長
補
佐
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

　
高
柳
則
男

（
税
務
会
計
課
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）

福
祉
係
長

　

依
田
哲
也
（
総
務
企
画
課
高
速

情
報
通
信
セ
ン
タ
ー
係
長
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
竹
花
由
美
子
（
保
健
衛
生
係
）	

保
健
衛
生
係

　
市
村
安
奈

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

建
設
農
林
課

課
長

　
稲
垣
和
美

（
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
）

課
長
補
佐
兼
建
設
係
長

　
小
林
義
昌

（
課
長
補
佐
兼
国
土
調
査
係
長
）

課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長

　
上
原
博
信

（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
）

農
業
振
興
係

　
津
田
直
樹

（
商
工
観
光
移
住
課
商
工
観
光
移
住
係
）

建
設
係

　
増
田
勇
気（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

 

商
工
観
光
移
住
課

参
事
兼
課
長
兼
特
命
事
項
担
当	

　
花
見
陽
一（
参
事
兼
建
設
農
林
課
長
）

商
工
観
光
移
住
係
長

　
小
山
明
之（
建
設
農
林
課
建
設
係
長
）

 

税
務
会
計
課

会
計
係

　

永
野
早
紀
恵
（
住
民
福
祉
課
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

 

教
育
委
員
会

保
育
園
長

小・中
学
校
の
先
生
の
異
動

令
和
３
年
度

消
防
団
員
の
皆
さ
ん（敬

称
略
）

 

転
任
者

○
小
学
校

神
津　
茂　
教
頭
先
生

　
佐
久
市
立
切
原
小
学
校
へ

小
原　
勝　
先
生

　
阿
智
村
立
阿
智
第
二
小
学
校
へ	

正
村
千
香　
先
生

　
東
御
市
立
田
中
小
学
校
へ

宮
下
靖
代　
先
生

　
上
田
市
立
南
小
学
校
へ

宮
下
ゆ
う
子　
先
生

　
上
田
市
立
東
小
学
校
へ

山
辺
重
敏　
先
生

　
上
田
市
立
城
下
小
学
校
へ

栁
町　
香　
先
生

　
上
田
市
立
東
小
学
校
へ

宮
下
芽
衣　
先
生　
退
職

並
木
芳
彦　
先
生　
退
職

小
幡
律
子　
先
生　
退
職

○
中
学
校

小
松　
勇　
先
生

　
上
田
市
立
第
三
中
学
校
へ

小
林
登
志　
先
生

　
上
田
市
立
第
一
中
学
校
へ

瀧
澤　
清　
先
生

　
東
御
市
立
北
御
牧
中
学
校
へ

小
林
詩
織　
先
生

　
上
田
市
立
丸
子
中
学
校
へ

鹿
住
颯
良　
先
生

　
大
桑
村
立
大
桑
中
学
校
へ

小
林
礼
奈　
先
生

　
上
田
市
立
第
三
中
学
校
へ

小
池
秀
彦　
先
生　
退
職

工
藤
れ
い
子　
先
生　
退
職

本
部
役
員

団　
長	

沓
掛　
啓
二

副
団
長	

小
林　
忠
彦

本
部
長	

中
澤　
運
仁

水
利
救
護
長	

増
田　
　
努

ラ
ッ
パ
長	

落
合
福
太
郎

警
備
長	

松
澤　
秀
樹

機
関
長	

堀
内　
　
巧

第
一
分
団

分
団
長	

坂
井　
飛
鳥

副
分
団
長	

佐
藤　
光
一

副
分
団
長	

橋
本　
佳
幸

部　
　
長

　
当
郷
部	

宮
下　
智
明

　
村
松
部	

松
田　
和
也

　
夫
神
部	

山
浦　
和
貴

　
殿
戸
部	

小
林　
　
洋

第
二
分
団

分
団
長	

関
澤　
　
久

副
分
団
長	

西
澤　
英
男

副
分
団
長	

渡
辺　
哲
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（
フ
ル・新
規
採
用
）

池
田

　有
沙 

（
フ
ル・新
規
採
用
）

田
玉

　勝
巳 

（
パ
ー
ト・新
規
採
用
）

文 

化 

会 

館

館

　
　長

　
　沓
掛

　英
明

　
　宮
下

　剛
男

　
　金
井

　大
介

　
　窪
田

　大
悟

　
　中
原
香
奈
子 

（
フ
ル
）

公

　民

　館

館

　
　長

　
　宮
下

　剛
男

　
　金
井

　大
介

　
　窪
田

　大
悟

児
童
セ
ン
タ
ー

所

　
　長

　
　高
田

　玲
子 

（
フ
ル
）

　
　竹
前
真
由
美 

（
フ
ル
）
　
　西
村
侑
里
子 

（
フ
ル
）

　
　白
㔟

　
　愛 

（
フ
ル
）

郷
土
美
術
館

館

　
　長

　
　大
井

　喜
久

　
　坂
井

　由
美 

（
フ
ル
） 

図
書
館
・
歴
史
文
化
資
料
館
・
民
俗
資
料
館
・
五
島
慶
太
未
来
創
造
館

館

　
　長

　
　宮
下

　剛
男

　
　青
木

　貴
子

　
　金
井

　大
介

五
島
慶
太
未
来
創
造
館
館
長

　
　沓
掛

　英
明

　
　増
田

　芽
衣 

（
フ
ル
）

　
　宮
澤

　和
宏 

（
フ
ル
）

　
　竹
前
真
由
美 

（
フ
ル
）

　
　山
口

　長
子 

（
パ
ー
ト
）

　
　井
古
田

　礼 

（
パ
ー
ト
）

保

　育

　園

園

　
　長

　
　成
沢

　亮
子

次

　
　長

　
　橋
詰

　照
美

　
　清
水
千
恵
子

　
　甲
田

　明
美

　
　藤
井

　由
香

　
　清
水

　美
郷

　
　浜
頭

　一
仁

　
　沓
掛

　瑞
穂

　
　髙
橋

　萌
花

　
　松
澤
小
百
合 （
育
児
休
業
）

　
　佐
藤

　
　翠 （
育
児
休
業
）

　
　小
宮
山
俊
樹 （
再
任
用
）

　
　宮
原
さ
な
江

 
（
フ
ル
）

　
　竹
森

　梨
香

 
（
フ
ル
）

　
　沓
掛

　幸
代

 
（
フ
ル
）

　
　田
村

　彩
香

 
（
フ
ル
）

　
　小
山

　貴
子

 
（
フ
ル
）

　
　加
藤

　友
美

 
（
フ
ル
）

　
　西
村
侑
里
子

 
（
フ
ル
）

　
　白
㔟

　
　愛

 
（
フ
ル
）

　
　福
澤

　
　光

 
（
フ
ル
）

　

栗
林

　通
子
 （パ
ー
ト
）

中
村

　
　香

 （パ
ー
ト
）

齋
藤
由
利
子
 （パ
ー
ト
）

長
岡

　里
絵
 （パ
ー
ト
）

野
口
志
津
子
 （
パ
ー
ト
）

上
原
た
か
み
 （
パ
ー
ト
）

清
水

　初
美
 （パ
ー
ト
）

竹
内

　典
紗
 （パ
ー
ト
）

北

　
　千
明
 （パ
ー
ト
）

髙
塚

　志
織
 （パ
ー
ト
）

室
賀

　柚
希
 （フ
ル・新
規
採
用
）

西
澤

　麻
衣
 （パ
ー
ト・新
規
採
用
）

沓
掛

　里
美
 
（
パ
ー
ト・新
規
採
用
）

横
島

　紗
代
 
（
パ
ー
ト・新
規
採
用
）

監 

査 

委 

員

事

　務

　局
小
林

　利
行

小
林

　宏
記

議

　
　
　会

事

　務

　局

事
務
局
長 

　
　片
田

　幸
男

　
　小
林

　宏
記

選
挙
管
理
委
員
会

事

　務

　局

書 

記 

長 

　
　片
田

　幸
男

　
　小
林

　宏
記

　

  

宮
澤

　俊
博

農
業
委
員
会

事

　務

　局

事
務
局
長 

　
　稲
垣

　和
美

　
　上
原

　博
信

　
　片
山

　雅
史

　
　津
田

　直
樹

事
務
局
長 

　
　稲
垣

　和
美

　
　上
原

　博
信

　
　津
田

　直
樹

土
地
開
発
公
社

事

　務

　局
手
塚
富
美
子

横
田

　
　孝 

（
再
任
用
）

宮
澤

　章
子 

（
再
任
用
）

社
会
福
祉
協
議
会

事

　務

　局

会

　
　長

　
　清
水
よ
し
江

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　金
井

　
　芹 

（
フ
ル
）

　
　上
野

　民
子 

（
フ
ル
）

く
つ
ろ
ぎ
の
湯

　
　丸
山

　規
正 

（
パ
ー
ト
）

建
設
農
林
課

課

　
　長

　
　稲
垣

　和
美

地
域
農
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　清
水

　真
己

　
　
　
　
　
　（フ
ル
）

農
業
振
興
係

課
長
補
佐
兼
係
長

　
　上
原

　博
信

　
　片
山

　雅
史

　
　津
田

　直
樹

建

　設

　係

課
長
補
佐
兼
係
長

　
　小
林

　義
昌

　
　多
田

　宇
宏

　
　増
田

　勇
気

　
　山
本

　忠
治 

（
フ
ル・土
木
技
師
）

　
　依
田

　達
雄 

（
パ
ー
ト
）

　
　水
科

　美
江 

（
パ
ー
ト
） 

信
州
昆
虫
資
料
館

霜
村

　道
子 

（
フ
ル
）

若
林
三
紀
夫 

（
パ
ー
ト
）

㈱
道
の
駅
あ
お
き

井
古
田
嘉
雄 
（
再
任
用
）

商
工
観
光
移
住
課

参
事
兼
課
長

兼
特
命
事
項
担
当

　
　花
見

　陽
一

商
工
観
光
移
住
係

係

　
　長

　
　小
山

　明
之

　
　清
水

　雄
太

　
　上
原

　信
子 

（
休
職
）

　
　山
浦

　寛
子 

（
フ
ル
）

村 

営 

バ 

ス

フ　ル：会計年度任用職員（フルタイム）
パート：会計年度任用職員（パートタイム）

17広報あおき　505号



事故には十分ご注意いただき、万が一の事故に備えてぜひご加入ください。
【掛　　金】15歳以上400円・中学生以下200円
　　　　　  ※青木村保育園児は、園で加入します（半額補助あり）

【共済期間】令和３年４月１日～令和４年３月31日
（共済期間中に加入した場合、共済期間は掛金納入日の翌日から令和４年３月31日までとなります）

【加入方法】２月に郵送した加入申込書（はがき）に必要事項を記入していただき信州うえだ農業協同組合青木支所
の窓口、または役場会計室で現金で納入してください。

　　　　　  ※２月に郵送した加入申込書は、2月４日現在の情報をもとに作成しています。
　　　　　 　転入されて加入を希望される方や加入申込書を紛失された方は、役場で加入申込書を作成しますのでお

問い合わせください。                                              【お問い合わせ先】　総務企画課　情  49-0111

交通災害共済への加入はお済ですか？  東北信市町村交通災害共済事務組合

青木村役場  情  … 情報電話   ☎ 0268-49-0111（代表）  ※開庁時間外は代表番号におかけください。

長野県立美術館完成記念

　未来につなぐ
　　～新美術館でよみがえる世界の至宝

　東京藝術大学
　　スーパークローン文化財展

春 の 山 火 事 予 防 運 動

　新しい美術館の完成にあたり、美術館という施設の本質
に関わる、公開と保存・修復・復元をめぐるさまざまな 問題
について考える展覧会です。最新のデジタル技術を駆使し
て復元した、 バーミヤンやキジル、敦煌などの石窟寺院か
ら法隆寺金堂の釈迦三尊像に至るまで、仏教東漸の跡を示
す文化財をスーパークローン技術を用いて精密に復元し、
周囲の環境まで含めて展示することで、近年の地球温暖化
による気候の急激な変化や地域紛争の激化により、存亡の
危険にさらされている文化財の保護と公開の問題について、
新たな視点から考える機会とします。

会　　期　令和3年4月10日㈯～令和3年6月6日㈰
会　　場　長野県立美術館　展示室１・２・３
開館時間　9時～17時（展示室入場は16時30分まで）
休  館  日　毎週水曜日
　　　　　(但し5月5日㈬は開館、5月6日㈭は休館)
観  覧  料　一般1,400円・大学生1,200円・高校生以下無料

　空気が乾燥し、風が強くなる春は山火事が多い季節です。山火事を防ぐために以下の点を心掛けましょう。
● 枯草などのある火災の起こりやすい場所では、たき火や野焼きをしないでください。
● 風の強い時や空気が乾燥している時は、たき火や野焼きをしないでください。
● 消火用の水を用意し、たき火の場所を離れる時は完全に消火してください。
● 火入れを行うときは、市町村長の許可（森林法第21条）を必ず受けてください。
● たばこは指定された場所で喫煙し、喫煙後は必ず火を消し、吸い殻は投げ捨てないで
　 ください。

　現在求職中の方を対象に、Word・Excel・PowerPoint
等アプリケーションソフトの使用法および活用力を身に
付け、早期就職を目指すに３か月間の公共職業訓練です。
　スキルアップして日商ＰＣ検定２級・３級の取得に
チャレンジ！このほかＷｅｂページの更新やオンライン
面接体験、セキュリティーミスの予防等、パソコン応用分
野を学ぶカリキュラムもあり、就職先で活かせます。

訓練期間　令和３年６月18日～９月17日
　　　　　（土・日・祝日および８月13日を除く）
訓練場所　アナハイムパソコンスクール
　　　　　（上田市御所607 アナハイム(株)） 
費　　用　受講料無料（教科書代、検定料等実費あり）
対象者・定員　求職者20名
申し込み　５月21日までに、最寄りのハローワーク職業
　　　　　訓練担当窓口へお申し込みください。
入校選考　６月２日（時間・場所等、後日連絡）

HPからも募集案内をご確認頂けます
https://www.pit-nagano.ac.jp/

【お問い合わせ先】
長野県工科短期大学校　☎39-1111

受講生を募集します！

ハロートレーニング
「ビジネスアプリケーション＋Ｗeb科」

令和３年４月号18



おもな行事予定

　４月に入ると冬の天気を支配していた大陸の高気圧が衰え、
その一部が移動性高気圧となって日本付近を通った後は、低気
圧が進んできて天気は周期的にかわる。天気変化は３～４日で
一週間に２度天気は崩れて、週末ごと雨にたたられたりするこ
がある。時には日本海で低気圧が発達し、フェーン現象で強い南
風と暖気を送り込んだ後は、一時的に寒気が流れ込んで寒の戻
りとなり寒くなる。
　20日は二十四節気の「穀雨」（こくう）といわれ、この時期に
降る雨は、田畑をうるおし、穀物の生長を助ける大切な雨である
ことからこの名前がつけられたといわれている。
　青木村は４月半ばをすぎると帯状の高気圧におおわれて穏や
かな晴天が続くが、あまり長く続かず、高気圧は南北に移動して
日本の南岸には前線ができて低気圧が発生しやすく、しばらく
この状態が続き梅雨ほど長くはないが、じめじめした悪天が続
く。
　このころの雨は、なたねの花がちょうど咲くころに降り続く

雨で「なたねづゆ」ともいわれている。植物はたくさん水分が必
要な時期だけに恵みの雨で、村の野山はこの恵みの雨により新
緑の季節を迎える。
　一年中で昼間の短いのは冬至のころで、これが４月１日にな
ると昼の長さが１時間以上も長く12時間50分、30日は13時
間40分となる。春は太陽の輝き（太陽高度）は頭上近く高くなっ
て、日脚（ひあし）の伸びが最も大きい季節である。
　上田アメダス地点の4月最高気温と最低気温の月平年値の差
は14度と大きく、昨年4月15日の最高気温20.4度、最低気温氷
点下0.8度で一日の差は21.2度もあった。気温の20度以上の差
は２ヶ月以上の季節変化に相当する。
　太陽の輝きが強まり気温が上昇してくると、人びとは海や山
へどっと繰り出す行楽の季節が到来する。だが、天気変化が激し
く気温の変動も大きく、高い山では真冬の気候であり、この季節
は毎年遭難事故が多く注意が必要である。
　春光に躍り出し芽の一列に　　杉田久女

〈4月〉 生活と気象
　　  行楽の春　天気・気温のかわり方が大きいので注意が必要

文責：岩渕 登喜夫

/11 日 スポーツ少年団結団式

15 木

狂犬病予防集合注射
絵画教室
赤ちゃんのためのおはなし会
納税口座再振替日（3月分）

16 金
母子相談・離乳食相談
心の健康相談
幼児のためのおはなし会

17 土
横手キャンプ場オープン
昆虫資料館オープン
地球甲虫（ビートルズ）展（〜7月25日）
希望保育

18 日 結婚相談

20 火 青木村長選挙・青木村議会議員一般選挙告示日
趣味アトリエ

21 水 １歳６か月児健診
22 木 もの忘れ相談
24 土 希望保育

25 日 青木村長選挙・青木村議会議員一般選挙
参議院長野県選出議員補欠選挙投開票日

28 水 乳児健診
30 金 納税口座振替日（4月分）
/1 土 希望保育
5 水 納税申告相談〈当郷（第３・第４）〉

8 土
希望保育
小学生のためのおはなし会
狂犬病予防集合注射
粗大ごみ回収

9 日 青木村消防講習会

※おもな行事のみ掲載をしておりますので、詳しい内容・掲載されて
いない行事については、生涯学習カレンダーをご覧いただくかもし
くは、各担当へご連絡ください。

各行事について、新型コロナウイルス感染症への対応により、
中止・変更の可能性があります。開催状況は各担当へご連絡い
ただくか、村ホームページをご確認ください。

「甲乙共通課程」防火管理講習の
開催について

●日　時　第１回…5月12日㈬〜 13日㈭
　　　　　（乙種防火管理講習は12日のみ）

　　　　　第２回…6月3日㈭〜 4日㈮
　　　　　（乙種防火管理講習は3日のみ）

　　　　　両日とも9時30分～ 16時30分
●場　所　第１回、第２回とも丸子文化会館
●内　容
　　多数の人が出入りし、勤務、または居住する建物（防

火対象物）の所有者、経営者等は建物の用途、規模及び
収容人員により、防火管理者を選任し、防火管理上必
要な業務を実施しなければなりません。消防本部では
防火管理者の資格を付与する講習（甲種防火管理者新
規資格取得講習（2日間）及び乙種防火管理講習（1日
間）を実施します。資格の取得を希望される方は受講
してください。

●対　象　防火管理者資格の取得を希望される方
●定　員　第１回、第２回とも各50名（先着順）
●受講料
　上田地域防火協会会員

▲

甲種2,000円/乙種…1,500円
　一　般　　　　　　

▲

甲種4,000円/乙種…3,000円
　※講習日当日にお支払いください。
●持ち物　筆記用具
●申し込み　4月21日㈬９時〜　4月30日㈮
　消防本部予防課、または丸子・真田・東御及び依田窪南

部消防署の受付窓口まで。

【お問い合わせ先】
　上田地域広域連合消防本部
　予防課　査察指導担当　☎ 26-0029
　川西消防署  予防係　　 ☎ 31-0119

♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜
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土・日

2/
27・28

木

2/
18

ふるさと情報　フォトｄｅあおき
義
民

　２月27日㈯・28日㈰の２日間、信州大学ＹＯＵ
遊未来の学生による「冬の大三角」が開催されまし
た。今回は、新型コロナウイルス感染症予防対策と
して、宿泊をしないで両日の午後開催で分散して開
催しました。
　今年最後の企画となりましたが、学生・児童とも
に企画を楽しみました。

　青木村と日本郵便株式会社青木郵便局は包括連
携に関する協定を締結しました。
　本協定は、青木村並びに日本郵便株式会社青木郵
便局が有する人的・物的資源を有効に活用連携し
て、住民サービスの向上及び地域活性化に寄与する
ことを目的にしており、安全・安心な暮らしの実現、
地域経済活性化、未来を担う子どもの育成、地方創
生など地域づくりに対して包括的に連携し取り組
みを行ってまいります。

冬の大三角 青木村郵便局包括連携

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

松本市松本市

松本城

上高地

出張版 Vol.41

◆松本市は中核市に
　松本市は、令和３年４月１日に
中核市に移行します。
　中核市に移行すると、これまで
長野県が行っていた約2,500の事
務を新たに担います。保健所の業
務をはじめ、より市民の皆さんの身近なところで行政
サービスを提供していきます。また、規模の大きな都市
（金沢市、姫路市、鹿児島市など）の仲間入りをすること
で、大規模災害時の相互応援協力の協定を締結するた
め、災害時態勢が充実強化されます。
　市民のニーズに迅速かつ的確に対応し、さらに魅力
あるまちづくりを進めるため、中核市への移行を一つ
のきっかけとし、新たなステージへ大きな一歩を踏み
出します。

大法寺 「三」が並ぶ記念御朱印
　令和三年三月三日、大法寺で記念の御朱印が頒布さ
れました。御朱印には日付が入るため記念日や特別な
日の御朱印を求める方も多いようです。大法寺三重塔
は、大正時代に解体修理を行った際、正慶二年（1333
年）に造営中であったことを示す墨書がみつかってお
り、この「三」が並ぶ日にあわせて記念の御朱印が頒布
されました。当日は事前にテレビで紹介されたことも
あって多くの参拝者が御朱印を求めて訪れました。御
朱印のはじまりは写経をしてそれを寺院に納めた証拠
として印をもらったも
のとも言われているよ
うです。大法寺では昨年
秋頃からコロナの影響
で参拝できない方のた
めにインターネットに
よる御朱印の頒布もし
ており、同封された写経
用紙に写経をして返送
していただくと奉納も
してくれるそうです。

Vol.35地域おこし協力隊通信
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日～日

2/ 3/
28～28

水

3/
3

火

3/
16

火

3/
16

スポーツ少年団卒団式

　各教室で卒団式を行いました。新型コロナウイル
ス感染症のため、例年と違い活動が制限された年と
なりました。各教室でコロナ禍ではありましたが、
工夫し活動を行い無事に卒団式を行うことが出来
ました。
　今年度は125名の児童・生徒がスポーツ少年団に
参加し、スポーツの楽しさを学びました。

長野県消防防災ヘリコプター
「アルプス」による空中消火訓練実施

「良い歯の高齢者」
表彰式を行いました

　社会福祉協議会で３月に第３回フードバンクを
実施しましたところ、多くの村民の皆さんや県共同
募金会の「赤い羽根全国キャンペーン助成事業」か
らたくさんの食料品をご提供いただきました。本当
にありがとうございました。配布につきましては、
民生児童委員のお力添えもいただき、38世帯106
名の必要とされている皆様にお分けすることがで
きました。なお、今後もこの事業を継続して実施し
てまいりますので、食料の提供にご協力をお願い致
します。
　また、青木村ボランティアの会では、創立30周年
記念事業を取り止め、フードバンク事業への義援金
として25万円の寄附をいただきました。

　青木村ふるさと公園ヘリポートを使用して、長野
県消防防災ヘリコプター「アルプス」による空中消
火訓練が実施されました。当日は天候にも恵まれ、
実際の林野火災を想定した大変効果的な訓練を実
施することができました。
　今後も、青木村を舞台に訓練していただけるよう
協力してまいります。

　青木村役場にて「良い歯の高齢者」の表彰式を行
いました。80歳以上でご自身の歯が20本以上ある
方が対象です。対象となられた方へ、村長より表彰
状と記念品をお渡ししました。これからもご自身の
歯を大切に、元気な毎日を過ごしていただければ幸
いです。

青木村社会福祉協議会
フードバンクへの食料提供、
義援金寄附の御礼

ふるさと情報　フォトｄｅあおき
義
民
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水

3/
17

　１月17日にご逝去された堀内富治元村議会議員
が、旭日單光章を受章したことを受け、３月17日役
場応接室において伝達式が行われました。この日は
奥様の登美子さんが出席され、北村村長から旭日單
光章の勲記と勲章が伝達されました。堀内氏は平成
17年５月の初当選以来４期15年８か月の長きに
わたり村政の発展にご尽力いただきました。また、
平成23年５月から２年間村議会議長も務められま
した。

故堀内富治元村議会議員
叙勲伝達式

　上田職業安定協会では「信州上田地域企業ガイ
ド2022」を発行しました。
　このガイドブックは、新規学卒者の皆様に向け
て、青木村を含む上田地域各企業の紹介や有用な
就職情報を提供しています。
　また、このガイドブックはｅｂｏｏｋ化されて
いて、インターネットでもご覧いただくことが出
来ます。 
　詳細は、上田職業安定協会ホームページをご確
認ください。

　電波法関係法令の改正に伴い、青木村の防災行
政無線を従来のアナログ方式から国が推進するデ
ジタル方式へ更新しました。

信州上田地域企業ガイド
2022が発行されました

防災行政無線を更新しました

ふるさと情報　フォトｄｅあおき
義
民

美しい青木村2022年度版
　カレンダー用作品を募集しています
　2021年版カレンダー作成では、多くの皆様に
ご応募いただきありがとうございました。今回も
2022年度版青木村オリジナルカレンダーに掲載す
る写真【風景・祭・行事・特産品など】を広く募集
いたします。
募集期限　8月31日㈫
募集作品　平成31年1月1日～令和3年8月31日に
　　　　　撮影された写真
応募方法　役場、道の駅あおき農産物直売所、文

化会館に設置の応募箱、又は郵送で提
出してください。

問  商工観光移住係
情  49-3131

募集中!
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『
姉
妹
都
市
・
長
泉
町
を
ご
紹
介
』

長泉町から長泉町から 姉　妹　都　市姉　妹　都　市
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静岡 IC
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富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県
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長泉町

　　長泉町役場・行政課
　　　☎055-989-5500
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ニ
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義
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喜憂の欄については、HP上での掲載はしていません。
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再生紙を使用
しています

村では、災害などの緊急時での速やかな一斉情報配信、情報伝達手段として
緊急防災メールシステムがあります。緊急時の村からの情報を入手いただ
くため、是非ご登録ください。 http://admj.biz/subscriber/?storeId=193

防災メール登録のお願い
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。

 [四天王寺の伽藍図]
この寺院はわが国最初に建立された官寺

（国立寺院）で、推古元年（593）である。創
建後多くの災害を経て、現在のガランは
昭和20年後に飛鳥様式で復興された。

 [飛鳥寺伽藍の復原図]
発掘調査により創建時の伽藍が解明され
た。中金堂は釈迦仏が安置され、その頭部
は現在まで伝えられている。塔には仏舎
利を奉安したという。

大工になって家をなんけんもたてたいです。 ………………………………… 岩下　感侍
スケートせんしゅになってみんなにスケートを教えたいです。 ……………… 上田　実央
まんが家になっておもしろいまんがを書きたいです。 ……………………… 薄井良太郎
かいしゃいんになってお金をかせぎたいです ………………………………… 沓掛　裕文
ほいくえんの先生になって小さい子のおせわをたくさんしたいです。 ……… 合津うらら
けんちく家になって家ぞくに家をたててあげたいです。 …………………… 小林　一翔
けいさつになってみんなをよろこばせたいです。 …………………………… 齋藤　愛心
アイスやさんになってみんなによろこんでもらいたいです。 ……………… 坂井　彩那
イラストをかく会社に入ってゲームにつかえるような絵をかきたいです。 … 西沢龍之丞
ユーチューバーになってみんなをえがおにしたいです。 …………………… 早川いろは
学校の先生になって、いろんな子どもたちに分かりやすくべんきょうを教えてあげたいです。 … 平林　明樹
ケーキやさんになってたくさんのケーキを作りたいです。 …………………… 星野　朱里
車の会社につとめて電気じどう車をつくりたいです。 ……………………… 増田　奏汰
けいさつかんになって多くの人をたすけたいです。 ………………………… 宮入　透誠
ファッションデザイナーになって、世界中の人に｢すてきだね。｣と言われるようなふくを作りたいです。 … 宮﨑　愛莉
けいさつかんになってわるい人をつかまえたいです。 ……………………… 宮澤　幸恵
やきゅうせんしゅになってたくさんかちたいです。 …………………………… 宮原　　駿
ケーキやさんになっていろいろな人に食べてもらいたいです。 …………… 山浦　珠奈

Youtuberになって、少林寺の動画をみんなに見せたいです。 …………… 安西　良芽
Youtuberになって、見る人に楽しい気持ちになってほしいです。 ………… 池田　千晴
カフェの店長になって、みんなにえがおをとどけたいです。 ………………… 上野　唯花
バレーボールの選手になって、全国大会でゆうしょうしたいです。 ………… 岡澤光汰朗
Youtuberになって、魚をさばく動画をとうこうしたいです。 ……………… 尾澤　渓太
犬のトリマーさんになって、犬をかわいくしたいです。 ……………………… 小山田　愛
コスプレイヤーになって、みんながすごいと思うようなコスプレをしたいです。 … 沓掛　　奏
かんごしさんになって、びょうきの人をすぐになおしたいです。 …………… 沓掛　千優
お花やさんになって、みんなにいいにおいできれいな花をいっぱいとどけたいです。 … 小林　莉子
学校の先生になって、子どもたちにいろいろ教えたいです。 ……………… 小林　瑠夏
お花やさんになって、おきゃくさんをえがおにしたいです。 ………………… 竹花あおい
たんていになって、いろいろしらべてみたいです。 …………………………… 並木　栞奈
やきゅうせんしゅになって、みんなにやきゅうを楽しいと思ってもらえるようにしたいです。 … 花城　鳴海
ピアノの先生になって、たくさんの人にピアノをすきになってもらいたいです。 … 平林みすず
カフェの店いんになって、みんなをえがおにしたいです。 …………………… 本田　真琴
サッカー選手になって、オリンピックに出たいです。 ………………………… 横澤　一樹
バレーボールの選手になって、オリンピックに出たいです。 ………………… 金子　南奈
カフェの店いんになって、みんなによろこんでもらいたいです。 …………… 神津美衣奈

青木小学校新3学年
がんばれ
  あおきっ子

１組

２組

将来の夢
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